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定 例 会 議 会 議 録

開 催 日 時 令和６年５月８日（水）午前10時00分 ～ 午後０時20分

開 催 場 所 特別会議室、公安委員会室

区 分 主 管 部『 全 体 会 議 』 議 題 ・ 要 旨

警 務 部【報 告 事項 】 １ 監察の実施状況（令和５年度下半期）及び令和６年度監察実

施計画等について

東北管区警察局長による監察の受監状況については、本年１

月30日から２月１日の間 「拳銃に係る不適正事案防止対策及、

び職員のメンタルヘルス対策の推進状況」を監察項目として警

察本部ほか２警察署が受監したが、指摘事項はなかった。

宮城県警察監察規程に基づく監察の実施状況については、県

内25警察署を対象に実施した結果、閉庁日を含め署長等幹部に

よる積極的かつ不定期な巡視が行われている点や現場執行力の

強化のための教養を積極的に推進している点など良好な点が見

られたが、一部において、証拠品の随時点検が適切に実施され

ていない点や証拠品点検簿の押印漏れなどが散見されたため、

証拠品管理の形骸化防止に係る指導教養を徹底するなど早期に

改善是正を図ったところである。随時監察については、実施対

象の290箇所に対し計332回実施したところ、不審者対応の室内

レイアウトの工夫や車両の整理整頓がなされているなど良好な

点が見られたが、一方で、庁舎内外の整理整頓や簿冊の整理不

足等が見られた交番・駐在所等があったため、当該所属と連携

を図り、必要な改善を図った。

令和６年度監察実施計画等については、警察庁長官による監

察、東北管区警察局長による監察の詳細が実施の直前に示され

るため今後関係部門と連携して対応することとし、宮城県警察

監察規程に基づく監察では、四半期毎の業務監察等を実施する

とともに、随時監察では本部所属、警察署及び交番・駐在所等

を対象に抜き打ち的に実施し、適正な業務運営及び勤務規律の

保持に努めてまいりたい。

委 員：実施対象が290回で、実施回数が332回というのは

同じ所属に対して複数回実施された、という解釈

で間違いないか。

首席監察官：その通り、指導対象となった所属について再度実

施しているものである。

交 通 部２ 仙台国際ハーフマラソン2024大会概要と各種対策について

この大会は、平成３年に第１回が開催され、平成24年以降は

市民参加型の大会として実施されてきたが、令和２～３年はコ

ロナ感染症防止のため中止となり、昨年までは規模を縮小して

開催された。本年は、１万人参加の通常規模での開催となって

おり、車いすの部は30名、一般の部は10,559名の参加申込みが

なされている状況である コースは昨年と同じであり ５月12日。 、

（日）９時45分に仙台市陸上競技場で車いすの部がスタートし

た後、一般の部が２回に分けて順次スタートし、仙台市内を周

回し仙台市陸上競技場に戻りゴールするコースとなっている。

大会当日はコース周辺での交通混雑等が予想されることから、

その緩和を図るため、仙台市政だより、テレビ 、ポスターCM
の掲示、チラシの配布等により、交通規制の事前広報を実施し

ている。大会当日、警察本部に対策本部、コースを管轄する仙
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台中央、仙台東、若林の３警察署に現地対策本部を設置するな

ど警察官210名体制で交通対策に当たる他、テロ対策として爆

発物処理部隊を前進待機させるなど不測の事態に備えることと

している。また主催者側においても1,464名体制で自主警備に

あたることとしており、主催者側と連携の上、安全で円滑な交

通規制と選手の安全な走行の確保に万全を期したい。

『 個 別 審 議 等 会 議 』区 分

総 務 課【決 裁 事項 】 １ 苦情の受理について（２件）

総 務 課２ 保有個人情報開示請求書の受理及び保有個人情報の開示をす

る旨の決定について

総 務 課３ 審査請求に係る個人情報保護審査会の答申（２件）について

監 察 課４ 審査請求の裁決案について（３件）

運転免許課５ 一定の病気による行政処分（取消し）に対する撤回事案につ

いて

警 備 課６ 警察職員等の援助の要求に対する同意について

運転免許課７ 道路交通法の規定に基づく意見の聴取等

警 務 課【報 告 事項 】 １ 宮城県犯罪被害者等支援条例の制定について


